


要約：超未熟児の学齢期の予後をさせる因子を検討した。背景因子としての多産、親の教

育歴が子どもの IQ と関連していた。胎児期には前期破水のないことが影響し、分娩周辺

期では院内出生が不利という興味深い結果が見られたが、院外出生児は軽症であることが

示された。新生児期では脳室内出血、長期人工換気療法、慢性肺疾患、栄養不良・体重増

加不良を招くような病態が IQ と有意に関係していた。従って、予後からみたこれらの超

未熟児医療の標的というものを考えてみると「中期早産の対する高度医療体制と地域シス

テムの確立」を前提としたうえで、妊娠中から学齢期まで、子育てに相応しい家庭の重要

性、分娩前の胎児成熟の促進、母体搬送となるような合併症をもつ中期早産の胎児管理法

改善、脳器質病変の発生防止、慢性胚疾患(重症型）の予防、経腸栄養を阻害する合併症

の予防などが今回の検討から示唆された。


